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英語の発音上達法

人から教わらずに英語の発音を上達させるにはどうすればよいか、その骨子

を説明した。特に留意すべき点は以下のとおりである。

まず、英語を母語とする人の発音をラジオやテープでなるべく習慣的に聞き、

耳を慣らす。新語を正しく発音できるようにするには発音記号の基本を理解す

ることは欠かせない。

母音の場合、日本語にはない［記0∂Au］の発音をまず身につける。［記］

はやや長めに、［q］は口を大きめに開け、［∂］と［A］はごくわずか開けるに

留め、［u］は口をすぼめることが大切である。

子音の場合、英語の摩擦音は日本語の場合より数が多く、音質も異なる場合

が多いことから、格別の注意が必要である。また、［卜d，p～b，k～g，S～Z，トⅤ，

J～3］のように、無声と有声では強弱の差が大きいことにも気をつけたい。子

音連続の場合には間に母音を挿入しないことが大切である。

単語全体の発音は、アクセントのある母音は強く長めに、アクセントのない

母音は弱く短めに発音するのがコツ。単語のアクセントがnine［nまin〕～

ninety［n畠inti］～ ninetieth［nまinti∂0］のように一ケ所だけにある場合、単語

全体を発音するのに要する時間がほぼ同じになるようにすると英語らしくな

る。

句の場合、Japan色se⇒aJ急panesebeetle，王政芭en⇒f挽eenstudentsのように、

アクセントが異動することがあるので要注意。

文の場合、たとえば、1）～4）の文は語数が異なるが、アクセントの数が3

つであるので、アクセントのない語は早く弱く発音し、文全体を発音するのに

要する時間がいずれも同じになるようにする。

1）Cゑtsさat丘sb．

2）Thec就s色attbe茄sh．

3）Thecまtswill岳址the丘sh．

4）Tbecまtswillhaveeatentbe広sh．
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イントネ｝ション（＝高さアクセント）のポイントは、最も強調したいとこ

ろで高さを急に変えることである。高さの変化の型は大きく4つあり、いずれ

の型を用いるかで、話し手の気持ちや感情が聞き手に異なって伝わるので、使

い方が最も難しく、かつ、最も注意が必要なところである。




